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1. 研究開始当初の背景

 現在のトルコ共和国東部地域からカフカ
ースにかけての東部アナトリア地域は、そ
の入り組んだ地形と苛烈な気候にも拘らず
、地政学的にみると、オリエント、中央ア
ジア、地中海、黒海に通じる文明の交錯路
に位置することから、幾多の民族が流入と
定住を繰り返し、多様な文明を発展させて
きた。古代のヒッタイト帝国に始まり、ロ
ーマ帝国やビザンツ帝国、イスラームの諸
王朝から、近代のオスマン帝国に至るまで
、同一の地域にこれほどの多様な文明が展
開したことは、世界史的にみても希有な現
象と捉えられる。

こうした文明の痕跡として、この地域に

は独自の建築文化が開花し、それらの遺構
が現在も数多く残されている。近代以前、
特に 10 世紀から 14 世紀にかけてのこの地
域は、西欧のキリスト教建築やオリエント
のイスラム建築に先行し、先進的な建築文
化を形作っていた。具体的には、ビザンツ
、アルメニア、グルジア、そしてセルジュ
ークのそれぞれの建築文化を指摘できる。
こうした建築遺構はこれまでの研究におい
て、とくに各時代の支配的文化の表象とし
て、主に様式論の観点から個別的に分類・
整理されるのみであり、異なる文化間の交
流という横断的かつ普遍的な観点からの比
較検討は十分にはなされてこなかったとい
う研究上の問題点を指摘できる。



2. 研究の目的

 本研究の最終的な目的は、こうした既往
の研究姿勢を批判的に捉え、これまでの美
術史的建築史とは異なり、建築を技術とい
う側面から横断的に捉え、異文化間の交流
が地域の建築に果たした役割を明らかにす
ることにある。
　本研究組織は、これまでの科学研究費課
題での調査において、アルメニア建築の初
期からアニ王国成立時までの建築発展の経
緯を、アルメニア共和国の遺構を中心に明
らかにした。それらの成果は報告書ならび
に日本建築学会に報告されている。一方、
とくにアニ王国成立以降の時期において
は、東部アナトリア地域の遺構状態から、
アルメニア建築をグルジア、ビザンツ、セ
ルジュークの各建築との関係において、広
範な建築文化の中で横断的に検討する必要
がある。
　そこで本研究課題においては、これまで
の研究成果を発展させ、東部アナトリア地
域の建築技術について、耐震性、建築材
料、架構技術の視点から捉え、比較検討
し、それぞれの建築の関係を明らかにする
ことを目的とする。この同一地域における
建築遺構の比較は、20 世紀初頭にストラ
シィゴフスキやトラマニヤンにより提起さ
れた、「アルメニア建築が自閉的な建築形
式であるのか、或いは他文化との相互干渉
的な建築形式であるのか」という未だに解
決されない問題に対して解答を与えること
になり、その研究上の意義は大きい。また、
本研究における成果は、遺構の技術的な特
質を明らかにすることから、広大な東アナ
トリアに散在する遺構の効果的な保全方法
という、実務的な文化財保存への活用が期
待でき、学術研究と保存施策との融合によ
り、当該国に対する実益が計られていると
いう点において独創的といえる。

3. 研究の方法

 東部アナトリア地域の多様な建築遺構の
解明に当たっては、以下のように、建築の
持ちうる特性の種類ごとに研究分担を行
い、段階的に調査・研究を進めるものとし
た。
 
(1) この地域のアルメニア、グルジア、ビ
ザンツ、セルジュークの代表的遺構につい
て、個々の耐震性能、構造特性、材料特性、
架構特性に注目して、個々の遺構の特徴を
明らかにする。 
(2) それらの特徴の検討を通して、建築技
術における相互の関係を明らかにする。

 実際には、研究に必要な諸データは現地
調査によって収集されるものである。
 現地調査の手順としては、まず、当該地
域における建築遺構を悉皆的に把握する調
査を行い、写真撮影やビデオ撮影のほか、
遺構によっては平面実測や写真測量に基づ
く建築平面図・立面図の作成ならびに建築
内部空間の三次元情報の算出を行うことに
よって、個々の遺構の詳細な現状記録を
行った。
 これらのデータを踏まえて、地震特性や
建築構造の特性を解析するべき遺構の抽出
を行い、2 次調査として対象となる特定の
遺構について個別的な分析に必要な調査を
行った。
 具体的な調査地域としては、トルコ共和
国東部のほか、追加調査としてアルメニア
共和国でも調査を行っている。
 なお、トルコにおける現地調査に当たっ
ては、トルコ共和国公共事業住宅省地震研
究所の研究協力のほか、調査許可に関して
はトルコ共和国文化観光省及びワクフ総局
の協力を得た。

4. 研究成果

(1) 悉皆調査に基づく建築遺構の現状把握
 本調査では、下記「調査遺構リスト」に

Monuments
City in
Region

Construction
Date

Monuments
City in
Region

Construction
Date

Ahi �erafettin (Arslanhane) Camii Ankara 1290 Kathoghike Ani 11th C.
Alaeddin Camii Konya 1155-1220 Manuçehr Camii Ani 11th C. ?
2. Kılıç Arslan Kümbeti Konya 1190's Kusanats Ani 12th-13th C.
Karatay Medresesi Konya 1251 St. Grigor Abughamrents Ani 10th C.
�nce Minare Medresesi Konya 1260-1265 Arakelots Church Ani 11th-13th C.
Sırçalı (Muslihiye) Medresesi Konya 1242 Red Church Ani 10th-11th C.
Alaca Kümbeti Kayseri 1280 St. Grigor of Gagik Ani 11th C.
Döner (�ah Cihan Hatun) Kümbeti Kayseri 1276 Rock Church Ani 10th-13th C.
Han Kümbeti Kayseri 1188 Çala Ardahan 11th C.
Ulu Camii Kayseri 1143 Akça Kala Ardahan 11th-14th C.
Hunat Hatun Camii Kayseri 1238-1246 Urta Ardahan 11th-13th C.
Hunat Hatun Medresesi Kayseri 1238-1246 Börk A Ardahan 10th-11th C.
Mahperi Hunat Hatun Kümbeti Kayseri 1238-1246 Börk B Ardahan ?
Çifte Minare Medresesi Erzurum 13th C. Dilekdere Ardahan ?
Ahmediye Medresesi Erzurum 1314 Church near Tulumba Mezrası Church Ardahan ?
Emir Saltık Kümbeti (Uç Kümbetler) Erzurum 1189 Tulumba Mezrası church Ardahan 10th-11th C.
Onikigen Kümbeti (Uç Kümbetler) Erzurum 14th C.? Ölçek Ardahan 10th-11th C.
Silindirik Kümbeti (Uç Kümbetler) Erzurum 14th C.? Ardahan Ardahan 10th-11th C.
Ulu Camii Erzurum 1179 Öncül Ardahan ?
Kale Mescidi Erzurum 12th C. Sensop Ardahan 10th-11th C.
Yakutiye Medresesi Erzurum 1310 Pekre�en Ardahan 10th-11th C.
Cimcime Sultan Kümbeti Erzurum 14th C.? Tbeti Artvin 918
Emir Saadettin (Karanlık) Kümbeti Erzurum 1308 Taoskari Yusfeli 9th-10th C.
Gümü�lü Kümbeti Erzurum 14th C.? Niyakom Yusfeli 10th-11th C.
Mehdi Abbas Türbesi Erzurum 12th C. ? Esbeki Yusfeli ?
Rabia Hatun Kümbeti Erzurum 14th C.? Hacı Ahmet Baba Kümbeti Erzurum ?
Mama Hatun Türbesi Tercan 12th-13th C. A�a�ı Söylemez Ana Kümbeti Erzurum 14th C.?
Mama Hatun Kerbansaray Tercan 12th-14th C. A�a�ı Söylemez Baba Kümbeti Erzurum 14th C.?
Mama Hatun Hamamı Tercan 12th-15th C. Evreni Kümbeti Erzurum 14th C.?
Abrenk Kilise Tercan 12th C. Church in Çardak Village Nev�ehir 5th C.
Hacibekir Han Tercan 13th C.? Kilise Camii Aksaray 1305
Da�yolu Kilise (��han) Tercan 11th C. Kızıl Kilise Aksaray 5th-6th C. ?
Yeni Rabat Kilise Tercan 10th C. Selime Sultan Türbesi Aksaray 13th C.
Ba�ba�ı Kilise (Haho) Tercan 11th C. Çanlı Kilise Aksaray 10th-11th C.
Çamliyamaç Kilise (Ö�k Vank) Tercan 10th C. A�ızkara Han Aksaray 1239
Dörtkilise Tercan 10th C. Öresin Han Aksaray
Barhal Kilise Tercan 10th C. Aios Konstantinos Eleni Aksaray
Hamamlı (Doli�hane) Kilise Tercan Ta�kınpa�a Camii Nev�ehir 14th C.
Kevank Kilise Tercan Sekizgen Kümbeti Nev�ehir 1342
Hins Kilise Tercan Altıgen Kümbeti Nev�ehir 14th C.?
Penek Tercan 9th-10th C. Hüdavent Hatun Türbesi Ni�de 1312
Sivaslı Camii Tercan Güneb�olu Türbesi Ni�de 14th C.
Ferruh Hatun Türbesi Tercan 1324 Church in Akta� Village Ni�de 5-6th C.?

Hansta Manastiri 10th Axtala Monastery Armenia 13th C.
Kümbet Kilise Kars 10th C. Avan, S. Hovhannnes Armenia 6th-7th C.
Havariler Kilise Kars 10th C. Arzni, S. Kiriaki Armenia 6th C.
Çengilli Kilise Ka�ızman 10th-11th C. Mshkavank Armenia 13th C.
Ketchivan Ka�ızman 15th C. Petreivank Armenia 13th C.
Purta Ka�ızman ? Sedvi Armenia 11th C.
Kızıl Kilise Kars 13th C. Matosavank Armenia 13th C.
O�uzlu Kars 9th-11th C. Sanahin Monastery Armenia 10th-11th C.
St. Grigor of Tigran Honents Ani 13th C. Artik, S. Sarkis Armenia 7th C.
St. Amenaprkits Ani 11th-13th C. Artik, S. Astvatsatsin Armenia 6th-7th C.

調査遺構リストと対象地域の範囲



示したトルコ共和国及びアルメニア共和国
の遺構を踏査し、フィルムスチルカメラ・
デジタルスチルカメラ・デジタルビデオカ
メラによる遺構の現状を記録した画像情報
を得るとともに、いくつかの遺構について
は平面実測及びローライ社写真測量システ
ム CDW による写真測量による実測データを
収集し、平面図と立面図を作成した ( 表中、
赤字は平面図及び写真測量に基づく立面図
を作成した遺構、橙字は写真測量に基づく
立面図を作成した遺構、緑字は平面図を作
成した遺構を示す )。

(2) 研究分野ごとの成果

①架構技術と工法の特質
・ドームを有する教会堂遺構におけるドー
ム移行部の架構構成の分析により、従来か
ら当該地域で用いられている架構構成が引
き続き使用されている一方で、タオ・クラ
ルジェティ地域のキリスト教建築群に特有
の架構構成が認められた。この架構構成
は、初期のアルメニア正教の遺構に多用さ
れた架構構成を架構上の工夫を行ったもの
として、またその一方では単なる装飾的表
現として援用することで構成されている。

こうした架構構成はビザンツ建築において
汎用された架構構成とは異なり、依然とし
て当該地域に固有の形式が形成・存続して
いたことを示すものといえる。
・上記に関連して、グルジア正教の遺構で
あるチェンギリキリセのについて架構構成
を個別に検討したところ、タオ・クラルジェ
ティ地域にみる特質とアルメニア正教にみ
る特質の両方を持ち併せることがわかっ
た。
　さらに、アルメニア共和国の北部に残存
するアフタラ修道院の遺構の調査・分析を
行ったところ、タオ・クラルジェティ地域
のキリスト教建築遺構群との類似性が認め
られ、その当時の建築技術が地域を横断し
て混淆していたものと捉えられる。またこ
の結果から、グルジア共和国の遺構も含め
た研究分析の必要性を確認した。

・一般に「マスタラ型」と呼称されるアル
メニア正教教会堂建築の建築類型におい
て、そのドーム部の架構構成について分析
を行い、アルメニア正教の初期にみられる
形式から、今回の調査対象であるハヴァリ
レル・キリセ（10 世紀）に至る遺構群の
架構構成の展開から、その可能的系譜を呈
示した。またこれらの考察を通じて明らか
となった、架構構成部位の交換可能性は、
西欧の様式建築のオーダーとは異なる建築
の構成手法をアルメニア正教の建築が採用
していたことを示すものといえる。

・アナトリア地域に確認されている 12 − 14
世紀創建のイスラームの墓廟建築につい
て、その工法と内部構成に注目し、今回の
調査から収集されたデータのほか、既往研
究からの情報も用いて、アナトリア地域全
体における年代的・地域的傾向を検討し
た。工法および内部構成ともにアナトリア
の東西で地域的な差異が認められ、こうし
た差異はその地域に継承される既存の建築
技術が踏襲・改良されながら創出された、
地域ごとの建築技術である可能性を指摘で
きる。

タオ地域における架構構成とマスタラ型の架構構成の事例

実測と写真測量に基づいて作成した平面図と立面図の一部

12-14世紀創建のアナトリア地域の墓廟建築の接続手法分布

Kale Mescidi
North Elevation
copyright: Sasano Seminar, Tokyo Institute of Technology
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②建築材料特性
 当該地域の調査対象遺構 24 棟における建
築材料の検討として、石材については現地



③浅層地震探査
 歴史的建築物の地震被害への対策に当
たっては、地震時の挙動の把握が重要だ
が、そのためには遺構が立地する地盤の性
状の理解が不可欠である。今回の調査研究
では、建築の立地する地盤の性状につい
て、これまで実施されてこなかった浅層地
震探査を行い、エルズルムおよびタオ・ク
ラルジェティ地域の 5 つの遺構における浅
層地盤の状況を把握した。
　地盤表層から岩盤までの深さは、ひとつ
の遺構 ( 岩盤が地表面に露出するもの ) を
除いて、25 〜 30m 程度とほぼ同様の深さ
であることがわかった。今後もこうした地
盤の特性を把握していくことで、後述する
建築物の構造特性と合わせて、建築物の地
震時の挙動を総合して検討する必要が見い
だされた。

して同程度の数値と評価できる。また、残
存状態の良好な遺構において固有周期が比
較的短かったのに対して、損傷の激しい遺
構において固有周期が長くなる傾向が認め
られた。

⑤建築構造の解析
　損傷が激しく、ドーム部をはじめとする
崩壊が懸念されるイシュハンの教会堂の建
築構造の特性について、写真測量により算
出した三次元的形状の把握から構造モデル
を作成し、構造解析を行った。
　分析の結果、本構造による自重の支持は
構造強度の限界に近く、すなわち現在安全
性の低い状態にあることがわかった。この
ため早急な修理の必要があるといえ、その
際、現在失われている腕部分のヴォールト
を架構することは自重の支持の強化に対し
て有効である。また水平荷重については、
自重の 25% に耐えられるのみ状態にあり、
この地域の耐震性能基準にも適合していな
い。壁体を修復するだけでなく、レトロ

におけるシュミットハンマーを用いた強度
試験を行い、一方石灰モルタルについては
実際に遺構から分析サンプルとして採取
し、X 線回折による成分分析を行うことで、
石材及び石灰モルタルの性状を明らかにし
た。これを踏まえて、各サンプルが採取さ
れた遺構の創建年代及び立地と成分性状と
の関係について分析したところ、とくに石
材の有する強度や石灰モルタルの成分につ
いて、地域的差異の可能性が認められた。

浅層地震探査の観測データと
　　観測データから導出されたS波速度─深度プロファイル

各遺構における建築石材の推定強度

対象遺構の固有周期と、固有周期と建物高さとの関係

修復時モデルにおける水平加重時の最大 /最小主応力分布図

④常時微動測定による遺構の振動特性
 建築物の耐震性評価の一手法である常時
微動の測定と測定値の分析から、対象遺構
の振動特性を明らかにした。
　調査対象となった建築遺構の固有周期は
0.12-0.42 秒であり、これまでの調査研究
で測定しているアルメニア正教の遺構に比



フィットに代表される近代的な補強技術に
よる構造強化が必要であるといえる。

　以上が各研究分野ごとの成果であるが、
とくに建築構造解析及び振動特性、建築材
料の工学的な研究領域においては、今後、
同様の観点から、近隣地域の遺構に関する
調査研究での分析・考察を行い、同様の建
築的特性を明らかにした上で、東アナトリ
アとその周辺地域における歴史的建築遺構
群にみる建築技術の相互関係等を包括的に
考察していく必要があるといえる。
　一方、こららの研究成果は、当該地域当
該地域における遺構の保存修復のための基
礎的な資料としても活用が可能であり、実
際、関係機関への研究成果の報告も行って
おり、今後の調査協力も含めた連携の継続
を確認している。
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